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１ 取 組 の 設 定 

取 組 を 実 施 す る 意 図 及 び ね ら い 取 組 を 通 し て 育 て た い 児 童 生 徒 像 

〇生徒の連帯感を養い、生徒が集団で一つの目標に

向かって努力する機会を設けるため。 

〇３年次生に、最高学年として学校行事を主導して

もらうため。 

 

〇それぞれの役割を全うし、集団で一つの目標に向

かって努力をすることで、他者の主体性を尊重し

ながら、自らの行動を決断できる生徒の育成。 

〇積極的に学校行事に参加し、主体的に問題や課題

の発見・解決に取り組む生徒の育成。 

２ 展 開 

取 組 の 具 体 的 内 容 取 組 の 創 意 工 夫 

〇３年次生全体に応援団の結成をアナウンスし、参加意欲の

ある生徒を募る。参加する生徒には一生懸命取り組むこと

を約束させる。 

〇３年前の本校応援団の動画を生徒に視聴させて、応援団に

関する具体的なイメージを持たせる。 

〇練習は放課後や昼休憩中に行わせる。リハーサルは２回行

う。 

〇教員からは、①全学年の生徒を応援する「型」を行うこと

と、②行事を盛り上げる「ダンス」を行うことを提案する。

それ以外のこと（どの音楽を使い、どのような衣装でどの

ような演舞・ダンスを行うか等）については生徒の自主性

に任せる。 

生徒にめあてをも たせるために 

〇応援団結成の目的を生徒に明確に伝え

る。 

〇過年度の応援団の動画を生徒に視聴さ

せることで、具体的なイメージを持た

せる。 

生 徒 の 意 欲 を 高 め る た め に 

〇生徒の主体的な取組を最大限尊重す

る。 

〇取組途中で意欲が低減した生徒に対し

て、必要な程度教員が働きかけを行う。 

〇生徒に、応援団に対する応援をするよ

うに働きかける。 

生徒の頑張りを認め、価値付けるために 

〇教員が、生徒の継続的な努力を認め、

生徒が自信や自己肯定感を感じるよ

う、具体的に褒める。 

 

３ 成 果 と 課 題 

〇応援団に参加した生徒に対しては、社会的資質・能力として、連帯感を養い、一つの目標に向かって

努力する機会を提供することができた。目標に向かって主体的に取り組んだ経験をもつ生徒が少ない傾

向にある本校の現状にあって、こうした機会を提供することができたことは意義深い。 

〇他年次の生徒も参加できるよう、学校全体の取組とした方がよかったと思われる。 
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